
　

大
分
労
働
局
は
「
く
る
み
ん

認
定
」
企
業
と
し
て
日
伸
建
設

工
業
㈱
（
杵
築
市
）
を
決
定

し
、
６
日
、
同
局
で
認
定
通
知

書
交
付
式
を
行
っ
た
。
同
社
で

県
内
38
社
目
の
認
定
と
な
り
、

建
設
業
で
は
初
め
て
。

　

く
る
み
ん
認
定
は
、
厚
生
労

働
省
が
仕
事
と
子
育
て
の
両

立
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る

企
業
を
認
定
す
る
制
度
。
２
年

以
上
５
年
以
下
の
行
動
計
画

期
間
に
男
性
社
員
の
う
ち
育

児
休
業
な
ど
を
取
得
し
た
者

の
割
合
が
７
％
以
上
で
あ
る

こ
と
、
な
ど
10
項
目
の
基
準
が

あ
る
。

　

交
付
式
に
は
、
労
働
局
の
中

山
晶
彦
局
長
、
日
伸
建
設
工
業

の
大
庭
浩
司
社
長
、
尾
倉
良
明

総
務
部
次
長
ら
計
８
人
が
出

席
。
中
山
局
長
が
認
定
通
知
書

を
大
庭
社
長
に
交
付
し
「
建
設

業
に
お
け
る
雇
用
管
理
対
策
の

推
進
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
中
、
今
回
の
認
定
は
非
常

に
意
義
深
い
と
感
じ
て
い
る
。

今
の
取
り
組
み
を
一
層
推
進
し

て
、
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を

祈
念
し
て
い
る
」
と
称
え
た
。

　

大
庭
社
長
も
「
当
社
は
、
若

い
社
員
が
多
く
、
仕
事
と
育
児

を
両
立
さ
せ
、
働
き
や
す
い
環

境
が
で
き
な
い

か
と
取
り
組
ん

だ
結
果
、
県
内

の
建
設
業
と
し

て
初
の
認
定
を

取
得
で
き
た
こ

と
は
光
栄
。
こ

れ
か
ら
同
業
他

社
の
認
定
が
増

え
、
業
界
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

に
な
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。
よ

り
一
層
働
き
や
す
く
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
を
目
指
し
て
努

力
し
て
い
き
た
い
」
と
謝
辞
を

述
べ
た
。

　

同
社
の
社
員
は
51
人
（
女
性

10
人
、
男
性
41
人
）。
昨
年
か

ら
今
年
に
か
け
て
の
２
年
間

の
行
動
計
画
期
間
で
、
女
性

社
員
が
１
人
出
産
し
て
育
児

休
業
を
取
得
（
取
得
率
１
０
０

％
）、
ま
た
男
性
社
員
２
人
の

妻
が
出
産
、
う
ち
１
人
が
育
児

休
業
を
取
得
（
同
50
％
）
し
て

い
る
。

　

同
社
は
、
働
き
方
の
見
直
し

の
た
め
に
▽
全
社
員
を
対
象
に

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
よ
る

ニ
ー
ズ
の
把
握
▽
配
偶
者
が
出

産
す
る
時
の
特
別
休
暇
付
与
日

数
を
２
日
か
ら
５
日
に
拡
充
▽

子
（
中
学
校
就
学
前
）
ま
た
は

孫
（
小
学
校
就
学
前
）
の
行
事

な
ど
へ
参
加
す
る
時
の
特
別
休

暇
（
２
日
）
を
新
設
▽
上
記
特

別
休
暇
の
分
散
取
得
を
認
め
る

―
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
践
し

て
き
た
。�

（
橋
本
）

認定書を受け取る大庭社長（左）

大分建設新聞社
2021年10月９日掲載

建
設
業
で
初
の「
く
る
み
ん
認
定
」

日
伸
建
設
工
業
に
交
付
大分労働局


